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１ 研究の進捗状況等 

本研究では、中長期的な視点から、漁業管理体制の基盤整備、加工流通技術の革新、輸

出振興戦略の強化等にもとづき、国内水産業の成長産業化を見据えた国産水産物の適切な

サプライチェーンを構築するための方策を提言することを目的としている。2020年度では参画

研究者のネットワークを構築し、研究会(計5回)を開催して、以下の三つの項目について研究

を実施した。 

 

① 国内生産体制の強化を目指す漁業管理体制の基盤整備に関する分析 

国内外の漁業管理制度に関する基礎資料の収集、管理制度の類型化により、TAC 制度を

位置づけた。また、生産性を評価するための基本的な考え方に関する既存文献を整理し、漁

業の生産性を評価するための諸指標について検討を行った。さらに、伊勢湾の底曳き網漁業

において開発された漁獲量予測モデルに、最新のデータを適用した高度化を行うとともに、こ

の漁獲モデルの他の海域への適用可能性について検討した。 

 

② 円滑な供給を目指す国内加工流通システムのイノベーションと実用化に関
する分析 
急速解凍技術や鮮度保持技術等の技術について、水産加工技術のイノベーションに寄与

する可能性や実用化における制約要因及び必要条件を検討した。また、水産物流通システ

ムの変化の実態を把握するとともに、今後の水産物の安定供給と輸出競争力の強化に寄与

しうると思われる新たな４つの流通システムを抽出した。 
 

③ 今後の成長化が見込まれる主要品目の輸出競争力強化に向けた市場分析 

養殖の成長産業化により輸出振興が期待されるマダイに関して、統計情報の整理、現地

調査等により、その生産及び輸出入に関する情報を収集した。また、水産物の消費が拡大し

ているアメリカ市場、中国市場における日本産水産物及び東南アジア由来の水産物のマー



ケットに関する基礎的情報を収集した。さらに、日本発のエコラベルである MEL 認証について、

制度的特質にかかわる資料を収集した。加えて、海外主要輸出品目の生産と輸出入動向、

国内水産物の輸出振興戦略にかかわる基礎的情報を収集した。 
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